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こ国 をる
と道縦 突

1 0日.-..1 6日

(第137号)

魚津市友道

中部印刷株式会社

国

道

八

発行所

魚津市田方町80番地

魚津市役所
編集発行人'関口長

〈毎月1日発行〉
1部 3円

自発行

二
十
二
日
ほ
衆
議
院
議
員
選
挙

き
れ
い
な
選
挙
で
よ
い
政
治

昭和33年 5月 1

物
国
会
が
解
散
さ
れ
来
る
五
月
二
十
二
日
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が

mm

物
執
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
物

例

(

今

回

は

五

人

〉

も

行

わ

れ

ま

す

。

物

申
す
ま
で
も
な
く
民
主
政
治

の
下
に
お
け
る
選
挙
の
重
要
さ

は
い
か
に
強
調
し
て
も
足
り
る

一
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民

一
に
よ
る
国
民
の
た
め
の
政
治
の

」
第
一
歩
は
選
挙
に
よ
っ
て
始
ま

広
一
る
も
の

Zり
、
国
民
の
政
治

一的
意
志
表
示
の
唯
一
つ
の
機
会

一
で
も
あ
り
ま
す
。

-
3
一
こ
の
政
治
を
清
く
正
し
く
す

-r-・る
た
め
に
は
明
る
い
正
し
い
選

一
挙
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

一
ん
。
こ
の
た
め
・公
明
選
挙
運
動

降
再
』
は
ま
す
ま
す
活
発
化
し
、
選
挙

S
F
一
浄
化
の
た
め
の
努
力
が
力
強
く

一
続
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

魚、、.，，，
目
可

3
認

月
物

g
使

年
郵

釘
種

和
三

間
第

〆
'a
・、、

ら
ず
従
来
の
選
挙
は
、
理
想
選

一
と
正
し
い
批
判
と
自
由
に
表
明

挙
1

正
し
い
選
挙
と
は
言
い
難

一
さ
れ
た
意
志
に
よ
り
公
明
選
挙

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

一
の
実
現
を
期
し
た
い
と
念
願
い

か
。
今
度
こ
そ
皆
さ
ん
の
良
識

一
た
し
ま
す
。

報

補

充

選

挙

人

名

簿

登
録
申
請
は
五
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で

(1) 

明

_.j・‘

正

し

し、

る

線 J

(写
真
は
新
設
さ
れ
た
取
付
道
路
)

園

ゃ

o

一

刻

岨

オ

一

歯

凪

・

t

・4
『・・

嗣

悪

れ

一

J

i

初
町
一

配
上
や
し
二
広
く
市
民
の
聞
こ
ス
ポ
ー
ツ
一
目
こ
よ
り
市
民
体
育
大
会
を
行

d

J

稲

台

z

t

一
t

日
開

l

は
邑
三
を
振
興
し
て
健
康
を
増
進
し
そ
一
い
ま
す
。

川

河

鳥

を

三

一

小

l

小
鼠
三
の
生
活
を
明
朗
に
し
よ
う
と
五
一
五
月
一
一
一
日

t
」
一
月
一
一
一
日
か
ら
五
日
ま
で
次
の
種

一
・
陸
上
競
技
(
一
般
、
中
学
、

I
l
i
-
-
I
l
l
ib-

-

-

一

青
年
男
女
、
教
員
、
壮
年
男

現
在
、
吉
島
地
内
に
公
営
住
宅
一
二

が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
=
一
子
)

H
西
中
グ
ラ
ン
ド

と
県
道
を
結
ぶ
取
付
道
路
が
、
こ
一
二
・
ソ
フ
ト
ポ

l
w
競
技
(
中
学

の
程
昭
和
三
十
二
年
度
事
業
で
次
一
一
一
女
〉

H
西
中
グ
ラ
ン
ド

の
よ
う
に
新
設
及
び
拡
張
工
事
を
一
一
一
・
軟
式
庭
球
(
一
般
男
、
中
学

完

成

し

ま

し

た

。

=

一

男

女

、

教

員

男

)

H
束
中
コ

新
設
道
路
(
六
郎
丸
地
内
)
一
一
一

l

ト

延
長
二
八
四
、

O
O米
一

一

一

巾
員
五
、
五

O
米

一

一

一

床
版
橋
一
橋
一
一
二
、
五
五
平
米
一
二

工
費

百
十

万

=

千

円

=

一

拡
張
道
路
(
吉
島
地
内
)
一
一
一

延
長
一
一
一
一
一
、
二
五
米

.

=一

巾
員
三
米
を
拡
張

Z

一

間

市

五民

月2
大
A 
A 

一一.-'‘ 

(
第
七
回
)

日

か

ら

-
卓
球
(
一
般
、
中
学
男
女

教
員
男
)

H
本
江
小
学
校
講

堂
-
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
(
一
般
、
中

学
男
女
、
数
員
男
、
壮
年
男

)

H
束
中
講
堂

ラ
グ
ビ
ー
の
交
歓
試
合

l
競
技
は
わ
か
り
や
す
く
説
明
l

-
バ
ス
ケ
ッ
ト
(
中
学
男
〉
日

魚
高
体
育
館

・
.レ
ス
リ
ン
グ
(
一
般
男
)

・
柔
道
(
一
般
、
中
学
男
)

・
剣
道

(
一
般
、
中
学
男
)

何
れ
も
大
町
小
講
堂

五
月
四
目

。
ラ
グ
ピ
レ
競
技
(
一
般
男
)

H
西
中
グ

ラ
ン
ド

五
月
五
日

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
(
一
般

中
学
男
女
、
教
員
男
)
日
西

ム
中
コ

1
ト

し、

週鳥愛

公営住宅吉島団地

取付道路新設さる

。
吉
島
団
地

建
設
場
所
及
び
戸
数

吉
島
地
内
一
五

O
戸

建
物
の
規
模
及
び
構
造

簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
一

戸
九
坪
川
(
六
戸
連
棟

l
一

九
、
四
戸
連
棟

l
九
)

家
賃
月
額
一
、
一

O
O円

。
北
中
団
地

建
設
場
所
及
び
戸
数

青
島
北
中
地
内
三
五
戸

建
物
の
規
模
及
び
構
造

木
造
瓦
葺
平
屋
建
一
戸
九

坪
(
二
戸
建
)

家
賃
月
額
九

O
O円

。
入
居
資
格

L
市
内
に
住
所
、
叉
は
勤
務
場

社
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北
中
、

吉
島
に

百

八

十

五

戸亮占星竃
岬
白
紙
芦
一

本
年
開
催
さ
れ
る
国
体
の
ラ

グ
ビ
ー
競
技
は
魚
津
市
で
行
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
ラ
グ
ビ
ー
競

技
に
対
す
る
理
解
と
親
し
み
を

増
す
と
と
も
に
地
元
チ
l

ム
の

は
米
穀
通
帳
を
持
参
下
さ
い

O
申
込
み
場
所

魚
津
市
役
所
建
築
課

な
お
申
込
書
は
建
築
課
に
備

え
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
不
明
の

点
は
お
問
合
せ
の
上
な
る
べ
く

早
自
に
申
込
み
し
て
下
さ
い
。

あ
き
巣
、
押
売
り
が
ね
ら
っ
て
い
ま
す
!

戸
締
り
と
留
守
番
を
し
っ
か
り
と

農
家
も
い
よ
い
よ
忙
し
い
田

植
え
の
時
期
を
迎
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

例
年
の
こ
と
な
が
ら
野
良
仕

事
に
追
わ
れ
て
、
と
か
く
家
が

留
守
に
な
り
が
ち
に
な
る
の
も

こ
れ
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
農
家
の
忙
し
い
時

期
を
見
は
か
ら
っ
て
ひ
と
か
せ

ぎ
し
よ
う
と
目
を
ひ
か
ら
す
不

心
得
者
が
お
り
ま
す
。
そ
れ
は

あ
き
巣
ど
ろ
ぼ
う
、
押
売
り
、

詐
欺
な
ど
で
す
。

あ
き
巣
、
ど
ろ
ぼ
う
ほ
い
つ

も
農
家
の
留
守
を
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。
あ
き
巣
、
ど
ろ
ぼ
う
か

ら
私
た
ち
の
財
産
を
守
る
た
め

に
も
つ
ぎ
の
こ
と
に
ぜ
ひ
気
を

広
報
員
の
変
更

魚
津

・

沖
田
区
H
平
崎
秀
夫
田
方

ニ
区
H
辻
豊
三
上
町
一
区

H
友
井
清
造

道
下岡

仏
H
馬
場
嘉
藤

仏
回
日

山
瀬
隆
次
郎

青
島
日
新
田

義
雄

村

木

十

区
H
横
山
喬

村
木
十
五
区

u
森
田
権
治

下
野
方

三
田
区
札
長
田
義
則

二
区
日
丸
木
大
一

友
道

強
化
を
計
る
こ
と
と
役
員
の
養

成
を
あ
わ
せ
て
、
今
度
大
阪
ラ

グ
ビ
ー
チ
1

ム
を
招
い
て
次
の

よ
う
な
交
歓
試
合
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

特
に
試
合
中
に
は
放
送
に
よ

っ
て
競
技
の
説
明
を
加
え
る
ほ

か
ラ
グ
ビ
ー
の
見
方
に
つ
い
て

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、

是
非
こ
の
試
合
を
参
観
さ
れ
る

よ
う
お
奨
め
し
ま
す
。

.

と

き

五

月

四

日

と
こ
ろ
西
部
中
学
校
グ
ヲ
ン

ー・・

試

合午
前
十
時
半

l
十
一
時
二
十

分
高
校
交
歓
第
一
試
合

十
一
時
半
一
十
二
時
二
十
分

。
第
二
試
合

十
二
時
三
十
分
か
ら
招
待
試
.

合
開
会
式

午
後
一
時

l
ニ
碍

大
阪
汐
-
フ
プ

B
対
日
本
カ

1
ノ
イ
ド

午
後
二
時
十
分
i

三
時
十
分

大
阪
ク
ラ
プ

A
対
オ
1
・w

魚
津

つ
け
ま
し
ょ
う
0

0
必
ず
留
守
番
を
置
き
ま
し
ょ

伽
ぅ
。
隣
近
所
で
共
同
し
て
留
守

守
番
を
置
く
こ
と
も
一
つ
の
一

・
巧
法
で
す
0

・

一

O
留
守
番
が
置
け
な
い
と
き
は
一

大
切
な
品
物
を
し
っ
か
り
始
一

末
し
て
、
田
ん
ぼ
に
出
か
け

る
前
に
、
も
う
一
度
家
の
ま

わ
り
の
戸
締
り
を
確
め
て
か

ら
で
か
け
ま
し
ょ
う
。

。
野
良
に
出
た
ら
、
出
放
し
に

ゼ
ず
、
ち
ょ
っ
と
一
服
す
る

聞
を
利
用
し
て
、
ち
ょ
い
ち

ょ
い
家
の
見
廻
り
を
し
ま
し

ょ
う
。



(2) -、‘，，
f

目
可

叩
啄

一
い
よ
い
よ
本
格
的
な
観
光
シ

"
問
一

1

ズ
ン

を
迎
え
ま
し
た
。
市
で

枠
制
一
は
観
光
客
の
歓
迎
に
い
ろ
い
ろ

和
三
一

計
画
を
た
て
て
お
り
ま
す
が
、

昭
第
一

i
I
一
こ
の
た
び
観
光
協
会
が
主
催
と

一
な
っ
て
五
月
一
日
か
ら
五
日
ま

一
で
に
ぎ
や
か
に
h
q

し
ん
き
ろ
う

一
祭
り
h
q

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま

一
し
た
。
こ
の
期
間
は
商
庖
街
の

一
協
賛
大
売
出
し
を
は
じ
め
魚
津

一
水
族
館
野
外
久
テ
l
ジ
で
は
演

'
R
一
芸
会
な
ど
沢
山
の
催
し
物
を
す

4
ヨ

Z
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か

ら
、
お
誘
い
合
せ

の
上
御
来
舘

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

期
間
五
月
一
日
か
ら
豆
日

ま
で

広市。
|市行
一商 事
日盾
か 街
ら 協
五 賛
日 大
ま売
で・出
|し

ス

ア

ー

ジ

で

(
映
画
舘
、
水
族
館
入
場
券

付
)

。
野
外
ス
テ
ー
ジ
演
芸

五
月
三
日

芸
妓
舞
踊
、
せ
り
込
蝶
六

五
月
四
日

芸
妓
舞
踊
、
生
地
し
ば
ん

ば
踊

五
月
五
日

の
ど
自
慢
歌
謡
コ
ン
ク
l

5月1日から
5固まで

五

月

ほ
た
る
い
か
遊
覧
船
は
毎
年

出
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
も
五

(第137号) 昭和33年 5月 1日発行 魚
すれ果宍品て ρ健康な体Hρ明かるい生活d

襲。喜三さ国県グ人には親切H を目標に口口日
運 泊三層ら体民
動 12b高にをのい進 県 切生なこ闘がら動社 円
台 まめ胃完ー郷 め民 H 活体の 催 、れは会明 門
目 Y よ停遂人+て明を 1/ -1/ 機 さ今て以をる _LJ・ー
標 Z'う後す -Z健朗自 11 /1 会 れ 年 き前建い l且

公 も る 人 z 康 化 標 人 明 に ま は てか設住 乞l'

し 1 そそとの建で運とにか H す国いらすみ R! 
、れのと力設明動しはる健の体ま 進 る よ ル、

は まぞ成もで し る を て 親 い 康でが すめ運いを明

人 明 健て次叫ふ白日
・か・ ・ ・ ・ ・ ・康いのすEE-~.J 

益義で高う Ff長室tct語?護室 参震 左手 f主化
切感い を 村 の道生ばうにうの活をの 。なやー主冨

覚言守 を施徳活る ス 衛を正日 も 1 竺早
を葉ろ き設をカポ生改しを のレ音h
高をう れを守を 1 的 善く設 がや ~-I
め使 い大ろ養ツ改ししけ あ d、
よお に 事う おを善よよよ ーげ 〉
うう しに う取にううう ー らつ

よし 入 努 れ J

津

-
老
人
や
病
人
を
い
た
わ
ろ

う
-
い
つ
も
に
こ
巳
こ
応
待

し

ょ
う

-
返
事
は
、
は
き
は
き
て
い

ね
い
に
し
よ
う

・
お
客
様
に
は
真
心
で
接
し

ょ
う

-
郷
土
を
上
手
に
紹
介
し
ょ

月

一
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
の

間
運
航
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
今
年
は
、
朝
の
ほ
た

い
か
遊
覧
船
も
出
る
こ
と
に
な

り
、
ほ
た
る
い
か
の
美
し
い
明

滅
は
き
9
と
皆
さ
ん
方
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま

況ではへ者乗定 ・ 4砂かで初す
を 、 盤、まおはす 置 な 人 料 帰 。 出 朝 一 小 IJ帯グ出ほけほ 夏 。
見舘いた出午る網お五金航場航の隻人料航場航た・下たの
る内 か 水 で 前 こがこ O 時所時ほ五八金時所時るさる 宵
トで抗族願三と網の円大間 間 た、 O 問 聞 い いい の
と盤 μ ー舘い時に起遊 人 る O円大 か 0 かー
がい入のままなし覧 ー 午 角午 い O 人午水 午 遊 のと
でかり蛍すでるす船 O前 川前か O貸 7 後族後覧 遊き
きのまい・0 角 のるは O六河三遊円切五十 舘八 船 覧を
ま発Lか 川で 際三 円時口時覧 の O時裏時 にお
す光た舘河 希 につ 船 場円 お揃
。状ので口 望便和 小 合 出 い

。 しりよすの美 芦r.第 (千に 根 し雄引山と 母一
よ達食に応らこれ体家実、み 0 道 登 、十出島魚拠た山 続丸 し 船日日
うの 事 つじ解のまで 庭行母が母 は l丸 欣二漁沖津と 。丸きがて式 漸ソ
。真 のとて放 日 し母生 しを えを 、|、興珠船に港すなも 富 去魚鮭く漁
心献め母しーょの活ま慰りた道|第丸の)活をるお勇山る津鱒妥 業
で 立 ま へ 、 日 う 日 の し め 、 た 徳 |十、浦第躍出次北躍丸二港流結交
整 、しの子を 0 運 うよる母え に|美高 丸十し突の海壮、十よ 網 し 渉
え食よ感供家 動ラミこを、通|登 伸、珠て北出道途第六り漁まも
て 繕 う謝 達事 をド と 母 ず | 丸 丸第のお海漁花に十日、 業 し四
みも。とは労取家 をい のる|、、十浦り冶船咲つ迎出 第独た月
ま子奉分働 り族工た胸の|そ第有丸ま芳が港き日帆二航のこ
し供 仕にか 入 全 夫 わにで|の六磯、ナモヌ既をま丸し 富船 で十

北
洋
出
漁
船
ぞ
く
/
¥
出
港

十
一
日
は

母

の

日

l
b
母
さ
ん
に
感
謝
を
|

の
自
覚
に
ま
で
高
め
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

母
を
思
う
者
に
悪
人
は
な
い

と
い
わ
れ
ま
す
。

母
の
慈
愛
に

感
じ
、
徹
す
る
と
き
、
人
の
子

苗
代
綜
合
防
除
用

農
薬
を
無
料
で
配
付

水
稲
の
生
産
安
定
に
資
す
る

た
め
、
苗
代
用
の
農
薬
を
次
の

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
防

除
班
の
活
動
に
関
係
者
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地

区中中

施神田下積貝方方倉島島

野野

幹

事桝
崎
宗
雄
ハ
小
学
校
教
頭
)

山
田
金
治
ハ
公
民
舘
主
事
〉

坂
本
進
(青
年
学
級
主
事
)

計 布

他
山
形
県
潟
田
港
等
を
根
拠
と

す
る
日
本
海
流
網
漁
業
船
と
し

て
欣
興
丸
、
第
五
栄
丸
、
隆
盛

丸
、
第
八
禅
天
丸
、
第
五
美
登

丸
が
操
業
し
て
お
り
ま
す
。

狂

犬

病

予
防
注
射
(
追
加
〉

さ
き
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
未
だ
注
射

を
受
け
て
い
な
い
犬
が
あ
り
ま

す
の
で
、
五
月
九
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で
、
魚
津
保

健
所
前
で
、
追
加
予
防
注
射
を

行
い
ま
す
。

寄

付
一O
、
0
0
0円

上
村
木

四
十
沢
権
七
郎

(
亡
母
死
去
に
よ
る
香
志
)

て

0
0
0円

下
新
町

浜

多

猛

一、

0
0
0円

魚
津
京
都
中
学
校

第
二
学
年
A
組
一
同

ハ
何
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と

し
て
〉

配
付
計
画
は
左
記
の
と
お
り
で

す
が
、
苗
代
面
積
は
耕
作
反
別

当
り
一
二
坪
に
し
て
算
定
し
て

あ
り
ま
す
。

〉

一

富

山
気
象
一

七
'
R
…
台
発
表
会
一

一

J

1

・

-
勺
華
寸

…
月
二
十
日
〉

M
H
'・'

…
の
稲
作
期
の

一

稲

田

守

…
天
気
概
況
は

…

方

-a
…次
の
よ
う
に

…

地
4
3

…
吟

て

い

ま

…

;

!

、

m・
3

概
況
H
梅
雨
は

4
寸

例

年
よ
り
や
や

早
く
六
月
上
旬
に
入
り
、

中
旬

か
ら
下
旬
前
半
に
か
け
て
は
梅

雨
は
中
休
み
と
な
り
、
そ
の
後

再
び
梅
雨
模
様
が
続
き
梅
雨
明

け
は
平
年
よ
り
お
一
ぞ
く
七
月
下

旬
に
な
り
ま

L
ょ
う
。
梅
雨
期

は
気
温
は
平
年
並
か
多
少
低
目

で
、
六
月
末
と
七
丹
中
旬
は

一

時
や
や
低
温
と
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
雨
量
は
平
年

よ
り
多
目
で
前
半
は
並
か
、
少

目
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
後
半

は
多
目
の
傾
向
で
、
中
休
み
後

持
安
全
地
帯

(
蚊
と
ハ
エ
の
い
な
い
生
活
運

動
。
五
月
は
発
生
期
、
一
匹

で
も
見
過
す
ま
い
。
)

「
一
ぴ
き
で
も
見
の
が
す
な
」

「
で
も
:
・
:
:
:
」

議桑
九二一 一 一 一 二 一一一二一
二 O七二四七 O六八 八 二 八

と
梅
雨
末
期
に
大
雨
も
あ
り
そ
一
ね
順
調
に
経
過
し
ま
し
ょ
う
。

う
で
す
。
八
月
は
一
時
低
温
多
一
北
陸
地
方
に
接
近
す
る
台
風
は

雨
気
味
の
時
期
が
あ
り
そ
う
で
一
平
年
よ
り
少
し
多
い
と
予
想
さ

す
が
八
月
か
ら
十
月
を
通
し
て
概
一
れ
ま
す
。

稲
作
期
予
報
に
よ
る

稲
作
の
基
本
対
策
と
し
て
:

局
か
ら
|

問
特
殊
は
が
き
の
発
売

日
の
午
供
の
日
と
五
月
十
一
日
の
母
の
日
に
ち

い
特
殊
は
が
き
を
五
月

一
日
か
ら
発
売
す
る
こ

ま
し
た
。

面
に
、
鯉
の
ぼ
り
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
し

は
が
き
の
表
面
下
部
に
「
こ
ど
も
の
日
」
「
母

の
日
」
と
入
れ
て
あ
る
も
の
で
、
一

枚
五
円

。
離
れ
て
い
る
子
供
た
ち
に
こ
の
日
を
祝
っ
て
便
り
を
い

た
し
ま
し
ょ
う

0

0
孤
児
院
な
ど
で
き
び
し
く
過
す
子
供
た
ち
に
人
形
や
絵

本
な
ど
を
添
え
て
な
ぐ
さ
め
の
便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う

O
わ
が
子
の
た
め
に
、
け
ん
身
的
な
努
力
を
続
け
て
下
さ

る
お
母
さ
ん
に
感
謝
の
便
り
を
差
し
上
げ
ま
し
・ょ
う
。

(
魚
津
郵
便
局
)

田

植

期

気
象
予
報
、を
見
る
と
七
月
中

旬
及
び
八
月
中
・
下
旬
の
低
温

か
ら
種
籾
数
の
増
大
に

つ
い
て

は
早
・
中
・
晩
生
と
も
余
り
期
待

が
か
け
ら
れ
ず
穂
数
確
保
を
重

要
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
六
月
中
旬
は
低
温
の
よ

う
で
あ
り
、
六
月
下
旬
か
ら
の

本
格
的
梅
雨
に
そ
な
え
て
、

穂

数
確
保

は
苗
質
改
善
〕
と
早
植

え
を
基
本
と
し
施
肥
に
た
ょ
っ

た
穂
数
増
強
は
極
力
避
け
る
こ

と
。
そ
し
て
比
較
的
早
植
え
の

必
要
が
あ
る
晩
生
種
で
も
五
月

末
ま
で
に
活
着
さ
せ
、
六
月
早

々
に
分
け
つ
を
開
始
す
る
よ
う

に
田
植
期
を
早
め
、
で
き
お
く

れ
に
な
る
地
帯
で
は
更
に
大
苗

こ
ま
か
植
え
(
多
苗
密
植
化
〉

の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施

肥

レ
ン

ゲ
の
早
期
適
量
す
き
込

み
は
基
本
対
策
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
レ
ン
ゲ
も
今
年
は

よ
く
繁
茂
し
て
い
る
の
で
、
本

年
は
特
に
こ
れ
を
強
調
し
た
い

も
の
で
す
。

の 後 な
とー お

ほ iZ景品ご
z 〈 中ら 三 L
T声〈止 開 日 R
. '- :.さ{世間公

る 3れしは開
ま、何 録

- :.す 雨れ音

日い jo実キ 〉

2と r3J:1の人日動態
出迎 iト世帯数 9.092世帯
航管}I '人口 46.246人

yufIl出生 59人
、船 jlj死亡 16人

I婚姻 30件
・離婚 2件

五
月
の
第
二
日
曜
日
を
母
の

日
と
し
て
、
母
へ
の
感
謝
と
子

の
思
い
を
、

赤
い
カ
1

ネ
シ
ヨ

ン
に
象
徴
す
る
母
の
日
運
動
は

戦
後
の
新
し
い
運
動
と
な
り
、

町
々
村
々
を
彩
っ
て
年
々
盛
ん

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

起
源
は
ア
メ
リ
カ
の
一
少
女

ア
ン
ナ
の
孝
心
に
発
し
た
も
の

で
す
が
、
こ
れ
が
国
境
の
隔
て

な
く
、
世
界
人
類
の
善
意
と
共

感
を
呼
び
、
今
や
国
際
性
を
持

つ
に
至
っ
た
こ
と
除
、
ま
こ
と

に
意
義
深
い
こ
と
で
、
ナ
べ
て

の
母
は
、
ま
た
世
界
の
母
の
日
一
計
画
に
よ
っ
て
無
償
で
配
付
す

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

の

め

て

お

り

ま

す

が

天

神

地
区
に

1
ポ
ー
ル
を
配
布
す
る
。

奨

励

な

ど

お

い

て

は

次

の

よ

う

に

目

標

を

ι小
学
校
に
お
い
て
児
童
に
共
一
・

天

神

地

区

の

推

進

計

画

お

そ

運

動
を
進
め
る
こ
と
に
通
語
を
使
う
よ
う
極
力
指
導

一
一
下

な

り

ま

し

た

。

す

る

。

一

画

一

上

国
民
体
育
大
会
が
本
県
で
開
一
、
運
動
推
進
目
標

5
・
き
た
な
い
方
言
を
使
っ
た
場

一
一
松

催
さ
れ
る
こ
の
機
会
に
、
新
生
工
春
及
び
秋
の
定
期
大
掃
除
を
合
児
童
が
お
互
に
注
意
し
合
一
計
一
上

活
運
動
の
一
環
と
し
て
県
民
明
を
励
行
し
部
落
単
位
で
も
台
ぅ
習
慣
を
つ

け

る

。

一

一

朗

化

運

動

が

提

唱

さ

れ

、

魚

津

所

の

水

尻

及

び

便

所

の

協

同

一

一

、

組

織

一

付

一

片

市

で

も

こ

れ

に

呼

応

し

て

市

民

消

毒

を

行

う

。

会

長

関

口

首

長

(

公

民

館

長

)

一

一

加

明
朗
化
運
動
土
佐
進
す
る
こ
と

Z
各
生
産
組
合
単
位
で
野
そ

の

副

会
長

関

口

巴
(婦
人
会
度
)
一
配
一
道

に
な
り
ま
し

t
c

一

斉

駆

除

を

行

う

(

プ

ラ

ト

木

下
和
雄
(
青
年
・団
長
)

経

市
内
十
二
の
地
区
公
民
館
を

l
b
F
で

)

天

中
心
と
し
て
、
・
中
小
学
校
、

背

広

大

衆

的

ス

ポ

ー

ツ

と

し

て

バ

西

年
回
、
婦
人
会
、
農
業
協
同
組

ν

l
ポ
ー
か
の
競
技
種
目
を

合
、
四
H
ク
ラ
プ
等
協
議
を
進
奨
励
し
各
部
落
単
位
に
バ
レ

名

苗
九 一 一 | 代
六 O八六七 八 九 七八八一八| 面
00八 00八八九九九一八| 積
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フ
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六 O八六七八九七八八一八|ン
00八 00八八九九九一八| 乳

本 |剤

一展。
O着
g 
入剤

化
学
肥
料
の
購
入
状
況
は
昨

年
同
様
い
然
之
し
て
多
い
よ
う

で
あ
る
が
レ
ン
ゲ
量
を
よ
く
把

握
し
て
、
化
学
肥
料
と
の
組
合

せ
で
適
正
を
は
か
つ
て
下
さ
い

生
育
初
期
の
分
け
つ
は
苗
質

と
平
植
え
の
効
果
が
大
き
く
、

施
肥
量
の
多
少
に
よ
る
分
け
つ

の
影
響
は
殆
ど
分
け
つ
末
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
穂
数
確
保
対

煉
険
協

K
ほ
々
苗
質
改
善
と
早

植
え
、
あ
る
い
は
多
苗
密
植
で

進
め
、
施
肥
に
依
存
す
る
こ
と

は
極
力
さ
け
た
い
。
特
に
近
年

の
激
増
し
た
倒
伏
は
分
け
つ
末

期
の
追
肥
に
よ
る
影
響
が
か
な

り
あ
り
ま
す
。

病

虫

害

早
植
え
す
る
関
係
で
寒
地
型

害
虫
の
発
生
が
平
年
よ
り
多
ぐ

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

娯
虫

一
化
期
の
発
生
消
長
は

梅
雨
期
間
の
関
係
か
ら
幅
が

広
い
と
、
考
え
ら
れ
る
の
で
、

早
植
え
と
の
関
連
に
お
い
て
個

人
防
除
の
集
団
化
が
大
切
で
あ

り
、
仕
上
げ
防
除
の
一
斉
撒
布

は
発
蛾
の
終
息
等
を
考
え
て
お

-
き
た
い
。
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